
銀杏通りが一段と色濃くなり、貴重な緑陰を提供してくれています。これまで夏を告げていたタチアオイ

に代わって、ムクゲやフヨウが彩り豊かに花を咲かせています。８号棟前のフヨウは宿根草で、木本となら

ないので、アメリカフヨウです。フジの実もたわわに実り、長く寂しかった藤棚が年々楽しみになってきま

した。遷移鳥もしっかりと団地の行く末を見守ってくれています。

写真を撮るとつくづく感じることですが、当団地は全体的な統一感がありながらそれぞれの表情が変化に

富み、個性的で、とても美しいと思います。ことに、夏を迎えて太陽の光を真正面に受けて光り輝くさまは、

神々しくさえあります。改めて、この地をふるさとと慕う住民たちが、これまでの日々を地道に積み重ねて

きた営みと協力の成果なのだろうなと感じます。
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３本の樹木について触れたいと思います。

１本目は１０号棟前のトチノキです。昨年までは何も問題なかったのに、今春、わずかに芽を出したとこ

ろで突然立ち枯れてしまいました。原因不明ですが、理事会で代わりのトチノキを植栽しようと動いていま

す。２本目は銀杏通りからの入り口に立つサワラです。まるで当団地の仁王門のように２本並んで立ってい

ます。次号で詳しく触れたいと思っています。３本目は７号棟集会室前のエゴノキです。団地創建時から植

栽されているものですが、当然ながら幹が随分太くなっているなと感じました。相変わらず虫こぶが多くで

きていますので、興味のある方はホームページ「花便り」を閲覧なさってみてください。
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